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昭和49年 度の事業内容は,さ る5月27日 に開催 された定

例理事会で承認 され た。以下,そ の概要 を紹 介す る。

ノ∫PDECジ ャナ ー ル

1.調 査

(1)海 外における情報処理および

情報処理産業の実態調査

①文献 ・資料による調査

海外における情報処理および情報処理産業の実態を把

握するため,諸 外国の新聞,ニ ュースレター類(15種),

雑誌(20種),海 外調査機関の各種報告書,お よび企業

アニュアルレポー ト等を収集し,各 国の動向を全般的に

調査するとともに,米 国CATV市 場,新 興通信サービ

ス市場等6つ の特定分野をテーマとして,詳 細に調査し

た。

この成果は

◎報告書 「海外の情報産業一米国の通信産業一」

(49-ROCEI)

◎報告書「海外の情報産業一ジェネラル編一」(49-ROO5)

として とりまとめた。

②調査団の派遣

米国および欧州に第8次 調査団を派遣(米 国:昭 和49

年6月 ～7月,欧 州:昭 和49年10月 ～11月)し た。米国

ではコンピュータ関連サービス業の実情と将来の動向等

について,欧 州では各国あるいは国際的規模で行なわれ

ているコンピュータ ・ネットワークの開発状況を中心に

調査した。

この成果は

◎報告書 「米国における情報処理の実態」(49-ROO1)

◎報告書 「欧州における情報処理の実態」(49-ROO4)

としてとりまとめた。

(2)情 報処理の需要動向調査

企業が指向する経営情報シソテム(MIS)は オペレ

ーショナル ・レベルから管理および経営計画レベルのシ

ステムへと開発が進められているが,本 年度はこの経営

情報システム形成上必要な経営科学手法について実態調

査を行なった。

調査はアンケー ト(750社)お よび面接(10社)に よ

って実施し,経 営科学手法の利用の現状,経 営者層やユ

ーザ部門の評価等,企 業の経営計画における経営科学手

法導入,利 用上の問題点を調査した。
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また,前 年度に引き続 き地域情報システムの形式につ

いての調査を行な うこととし,北 海道地域をモデルに選

定して,具 体的な作業を北海道情報システム調査会に委

託して実施した。

この成果は

◎報告書 「経営情報調査報告書(W)」(49-ROO7)

◎報告書 「地域情報システムの設計等に関する調査研究

報告書」(49-ROO3)

としてとりまとめた。

(3)ソ フ トウェア産業等に関する動向調査

情報産業の振興施策策定に 資 す る ためソフ トウェア

業,情 報処理サービス業等情報産業成長のための基盤の

整備,シ ステム化の方向,開 発すべ きソフ トウェア等,

情報化の諸問題について調査検討を行ない,そ の結果を

通産業省の産業構造審議会,情 報産業部会に基礎資料と

して提出した。

(4)コ ンピュータ ・システムの評価に関する調査研究

コンピュータ・ネットワーク利用上の各種の問題点,

とくにネットワーク・ユーザの立場か らネットワーク形

成過程を解明し,各 分野別にみた将来におけるコンピュ

ータ・ネットワーク・システムのあり方について,49年

度から3カ 年計画で調査研究を開始しt。

49年度においては,海 外諸国に現在するネット・ワー

ク・システムの現状および利用の実態,技 術的仕様,将

来動向等について検討を行なった。

これ らの成果は

◎報告書 「コンピュータ・システムの評価に関する調査

報告書(1)」(49-SOO3)

◎報告書 「コンピュータ・システムの評価に関する調査

報告書(fi)」(49-SOO4)

◎報告書 「コンピュータ ・システムの評価に関する調査

報告書(皿)」(49-SOO5)

としてとりまとめた。

(5)総 合貿易情報システムに関する簡査研究

貿易情報の総合的なシステム化をはかるため,昭 和47

年度以来内外貿易関係機関の動向を把握して,わ が国に

おける総合貿易情報のシステム化の方向,必 要条件等に

ついて検討しているが,49年 度においてもこれを継続す

るとともに,貿 易決済業務のブローの分析,輸 入におけ

る海貨通関業務に関する調査等具体的な問題点について

三井情報開発(株),港 湾経済研究所の協力を得て調査を

行なった。

まナこ,現在国際的に進められているメッセージ交換に

おけるインターフェースの問題等,貿 易情報システムの

標準化にわが国の意見を反映 させる7め,ECE貿 易手

続簡素化のため専門家会議(ジ ュネーブ),日 ・加貿易

ADP計 画会議(モ ン トリオール)等 へ参加し,意 見の

交換を行なった。

この成果は

◎報告書 「総合貿易情報システム調査報告書(皿)」

(49-ROO8)

としてとりまとめた。

(6)繊 維産業(繊 維製品を中心とする)の システム化

・情報化に関する調査研究

わが国における繊維産業の合理化に資するため,前 年

度に実施した縫製業を中心 とする繊維業界の現状調査の

結果に もとづき,縫 製業における単品管理システム,ア

ンテナショップ情報システム,フ ァッション予測システ

ムのあり方について調査研究を行な った。なお具体的な

作業は(社)日 本衣料縫製品協会に委託して実施した。

この成果は

◎報告書 「繊維産業のシステム化 ・情報化に関する調査

報告書(■)」(49-ROO6)

としてとりまとめた。

(7)特 定テーマの調査研究

官公庁等より本年度は次の調査を受託し実施した。

●情報ネットワーク標準システムの作成(通 商産業省)

●政府省庁における異機種分散型コンピュータ ・ネ。トワ

ーク形式に必要な基本的共通的技術調査(工 業技術院)

●電子計算センターの実態およびOS等 に関する調査

(農林省)

●わが国における商用TSサ ■一・tfスの機能 ・言語の実態

調査(日 本電信電話公社)

●米国における事務計算用データ ・ベースの事例調査'

(日本電信電話公社)

●米国におけるデータ通信シスデム用データセットの利

用実態調査(日 本電信電話公社) .
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2.研 究 開 発

(1)文 書情報処理に関する研究開発

カタカナによる入力情報を漢字かな洩 りの日本語に文

書化 して出力するための日本語情報処理システムのソフ

トウェア技術に関する実験的研究を前年度か ら行な って

いるが,49年 度は同音異義語の判断機能の拡充をはか る

とともに,事 例研究として医学分野の文献情報 と社会保

険業務の2つ を選定し,実 験を行ない,処 理範囲を拡大

した。

なお,本 研究開発の成果は,中 央省庁における共通 ソ

● 。・ウ。アの開発の一部に活用,れ てい、.

この成 果 は

◎報 告書 「文 書情 報処 理 に 関 す る研 究 開 発 」(49-SOO6)

とし て と りま とめ た。

(2)コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク ・シ ステ ム の 研 究 開 発

「複数 の コ ン ピ ュー タを 相 互 に 結 合 し,ハ ー ドウ ェ

ア,ソ フ トウ ェア お よび デ ー タ ・ベ ー ス を共 有 す る リソ

ー ス ・シ ェア リン グ ・コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク ・シ

ス テ ム」 の 開発 と実 用 化 を 目的 とし て昭 和48年 度 か ら4

カ年 計 画 で研 究 開発 に着 手 し た。

49年 度 は,前 年 度 に行 な った ネ ッ トワ ー ク全 体 にお け

る ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェアの基 本 設 計 を もとに して

① サ ブ ネ ッ トを構 成 し て,IMP,TIPお よ び ホス ト

● コ ン ピ ー タ の コ ン トロール プ ログ ラ ム等 ペ ー シ ・クな
ネ ッ トワ ー ク ・コ ン トロー ル 用 ソ フ トウ ェア の 開 発 ②

ユ ーザ が ネ ッ トワ ー ク ・シス テ ムを利 用 す る た めの 規 約

(ハ イ レベ ル ・プ ロ トコル)の 作 成,③ 基 本 ソフ トウ ェ

ア を用 い たユ ーザ ・レベ ル の 実 用 実験 等 を 行 な った。

ま た,こ の 研 究 成 果 を 利 用 し て,49年12月 に政 府 の

「電 子 計 算 機 利 用 に 関 す る技 術 研 究会 」 と当財 団 が 共 同

して,将 来 の 行 政 省 庁 間 の ネ ッ トワー ク利 用 の た めの 実

験 を 行 な った。

この 成 果 は

◎ 報 告 書 「コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クJIPNETの 研

究 開 発」(49-SOO1)

として と りま とめ た。

(3)コ ン パ イ ン ド ・シ ミ ュ レー タの 開発

連続,離 散 の 両系 を含 ん だ 問題 の シ ミュレ ー シ ョン用

として,会 話形式による混合型(連 続+離 散)シ ミュレ

ーシ。ン・システムを開発するもので,49年 度は前年度

に決定した仕様に もとづき,シ ステム設計およびプログ

ラムの開発を行なった。

この成果は

◎報告書 「コンパイン ド・シミュレータの開発」

(49-SOO2)

としてとりまとめた。

(4)特 定テーマの研究開発

49年度は,官 公庁等より次のプロジェク トの研究開発

を受託し実施 した。

●中央省庁における共通ソフ トウェアの開発

(工業技術院)

(イ)人 事検索オンライン ・システム

⇔ 統計データ・マネージメン ト・システム

⇔ 文字情報処理システム

⇔ 統計データ ・チェック ・システムおよび給与計算

システムのメンテナンス

●中小企業向け標準システムの開発(中 小企業庁)

(イ)中 小企業向け標準販売管理システムの開発

(ボ ランタリーチェーン)

回 申小企業向け標準生産管理システムの開発

(木製家具製造業)

●中小企業 ・企業診断システムの開発(工 場団地)

(中小企業庁)

●中小企業の経営指標 ・原価指標の作成およびプログラ

ムの開発(中 小企業庁)

●商標の称呼審査に関する検索システムの開発(特許庁)

●共済業務の機械化システムの開発(小規模共済事業団)

●沖縄海洋博覧会情報システムの開発

(沖縄国際海洋博覧会協会)

●総合貿易情報システムのパイpッ トプログラムの開発

(情報処理振興事業協会)

○中小企業における情報処理システム共同利用方式に関

する研究開発(新 大阪センイ ・シティ)

3.教 育'

(1)セ ミナ ー等 の 開催

(イ)コ ン ピ ュー タ ・ トップ セ ミナ ー
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前年度に引 き続 き,官 公庁の幹部を対象にコンピュー

タ・メーカその他の協力を得て,ト ップセミナーを開催

した。

第1回:昭 和49年9月25日 ～27日

会 場 芝パークホテル

参加者13省 庁19名

第2回:昭 和50年1月22日 ～24日

会 場 芝パークホテル

参加者12省 庁18名

◎ 研 修

情報処理知識の普及のため,官 公庁 ・団体等 より委託

を受けて,次 の研修を実施した。

① 国立試験研究機関職員のための電子計算機プログ

ラミング(科 学技術庁より受託,30名8日 間)

② 中小企業診断上(主 として都道府県の職員)の た

めの情報処理指導コース(中 小企業振興事業団より

受託,基 礎コース11名20日 間,応 用コース11名20日

間)

(2)情 報処理教育に関する調査研究

企業,学 校等におけるより効果的な情報処理教育に資

するため,当 財団が作成した 「初級情報処理技術者育成

指針」および 「同テキス ト」に準拠した視聴覚教材とし

て,オ ーバーヘ ッド・プロジェクター(OHP)で 使用す

る教材フィルムを作成した。

この成果は

◎報告書 「初級情報処理技術者教育に関する調査研究」

(49-EOO1)

としてとりまとめた。

(3)技 術者試験

通商産業省により実施 されている情報処理技術者試験

に資するため,同 試験制度の改善,向 上の方策について

調査研究をするとともに,試 験実施に際しても必要とな

る各種統計表を作成した。

4.標 準 化

昭和49年 度から3カ 年計画で漢字符号のJIS制 定に

必要な基礎的な調査研究を行な うこととし,49年 度にお

いては漢字情報処理の実情について調査するとともに,

漢字の符号体系,JIS化 対象の字種の選定等,基 礎的

な検 討 を 行 な った。

5.普 及 お よび 広報

(Dソ フ トウ ェア指 導 マ ニ ュアル の 作 成

当財 団 で す で に 開発 し た ソ フ トウ ェアの 適 用 範 囲 を拡

大 し,効 果 的利 用 を はか る た め,49年 度 は,前 年 度 に整

備 した ソフ トウ ェア に つい ての 広 報 用 パ ン フ レ ッ トを作

成 して大 阪(10月25日),東 京(3月12日)に お い て説

明会(参 加 者106名)を 開 催 し,貸 付 業 務 を 開 始 す る と

と もに,新 た に4種 類 の ソ フ トウ ェアに つ い て解 説書,

操 作 説 明 書 の整 備 を行 な った。

な お,こ れ ま で に整 備 を 完了 した ソ フ トウ ェ アは次 の

8種 類 で,一 部 に つ い て は 外部 の 利 用 に 供 され て い る。

●オ ン ライ ン文 献 検 索 シ ステ ム(JOLDOR-H)

●異機 種 間汎 用言 語 デ ー タ変 換 プ ログ ラ ム

(PROG-CONV&DATACONV)

●プ ログ ラ ム ・テ ス トデ ー タ ・ジ ェネ レ ー タ

(PRO-TEST1)

●マ ー ク カー ドに よ るFORTRANプ ロ グ ラ ミング ・シ

ス テ ム(FORMRK)

●統 計 集 計 プ ロ グ ラ ム ・ジ ェネ レ ー タ(STAGE)

●統 計 チ ェ ック ・プ ログ ラ ム ・ジ ェネ レ ー タ

(DAτA-CHECK)

●汎 用 グ ラフ ィ ッ ク言 語(UNGL)

●FASPフ ロー チ ャー ト作 成 プ ログ ラム

(FASP-FLOW)

(2)シ ンポ ジ ウ ム の開 催

① 前 年 度 に引 き続 き,情 報 処 理 知識 の普 及,啓 蒙 を

は か る た め,学 識 経 験 者 の協 力 を 得 て経 営 者,管 理

者 お よ び実 務 担 当者 を対 象 に して 次 の シ ンポ ジ ウ ム

を パ ネル 方 式 に よ り実 施 し た。

東 京:昭 和49年8月28日

「ソ フ トウ ェア技 術 に 関 す る現 状 と 今 後 の

課 題 」(参 加 考152名)

札 幌:昭 和49年8月30臥 ・.,.、..:、..

「情 報 処 理 費 用 対 効 果 」(参 加 者49名)

名古 屋:昭 和5α 竿2月28日t-'、:,,:.g.・.三 旬、↓・

「情 報 処 理 費 用 対 効 果 」・1,ぺ参 加 者65名)

福 岡:昭 和50年3月7日._.'.一.ic.,.
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「情報処理費用対効果」(参 加者58名)

② 米国バッテル記念研究所W.DavidPenniman氏

による講演会 「米国におけるコンピュータ・ネッ ト

ワークの技術動向」を東京において開催した。(昭

和49年6月4日,参 加者200名)

(3)情 報化週間

政府が毎年10月 第1週 に実施している 「情報化週間」

の記念式典および論文募集等政府行事に対する支援を行

なうとともに,同 週間に協賛して次の事業を行なった。

① 総合広報

情報化週間の趣旨,行 事内容等を広 く一般に周知させ

るため,ポ スター(一 般 用,車 内吊 り用),パ ンフレッ

ト(行 事案内),情 報化啓蒙用の小冊子 「私たちの生活

とコンピュータ」(80,000部)を 作成するとともに,新

聞(日 本経済新聞ほか2紙),雑 誌(週 刊新潮ほか2誌),

テレビ,交 通機関などを利用して週間全体に関する総合

広報を行なった。

② 展 示 会

当財団および㈲生活映像情報システム開発協会の共催

で,9月27日 か ら10月2日 まで東京渋谷の東急百貨店本

店6階 において,'未 来の情報化社会",'情 報化ライフ

24時"等7つ のコーナーを設け,コ ンピュータ,映 像機

器,パ ネル,実 演等による 「生活 と情報化展一 明日を

ひらく主役たち」を開催しナこ。

入場者総数 約20,000名

③ 講演と映画の会

情報化週間中に札幌,富 山,岡 山,高 松,福 岡の5カ

所において,地 元関係団体 と協力して 「生活と情報化」

に関する講演と映画の会を開催した。

参 加 者760名

④ 映画の作成

情報処理知識の普及,啓 蒙のため,次 の映画を作成し

た。

●エネルギー と情報処理(16mmカ ラー30分)

電力,ガ ス等エネルギーの安定した生産,供 給 と情報

処理について一般市民を対象に解説

●くらしと情報(16mmカ ラー13分)

われわれの くらしと情報について一般市民を対象に解

説(情 報化週間中にフジテレビで放映)。
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(4)広 報

①JIPDECREPORTの 発行

わが国における情報処理に関する実情および当財団の

調査研究活動を海外に紹介するナこめ,英 文誌 「JIPDEC

REPORTＬNa21～Na23(各500部)を 発行し,31か 国の

政府機関,情 報処理関連企業 および 在日外国大使館等

327機 関に配布した。

②JIPDECジ ャーナルの発行

当財団における各種事業の周知 と情報処理の啓蒙を目

的として,国 内向け 広報誌JIPDECジ ャーナルNalO～

Nα21(各3,000部)を 発行し,官 公庁,賛 助会員,一 般

企業等に配布した。

③ 海外情報インデックスの発行

当財団が収集した情報処理および情報処理産業等に関

する海外の文献の中から毎月1回 重要項目について,そ

の概略,出 典ならびに参考資料を紹介する 「海外情報イ

ンデックス」Nα1～Nα12(各3,000部)を 発行し,広 く

関係方面に配布した。

(5)成 果の普及

昭和48年 度に実施した事業の成果を周知するため,東

京において6月20日 か ら2日 間にわた り事業成果発表会

を開催した。参加者:330名

6.設 置電子計算機の機能拡充

情 報 処 理 の 高 度 化,研 究 開 発 の 多様 化,能 率化 等 の要

請 に 対 処 す る ため,FACOM230-60をFACOM230-75

(昭i和49年9月1日)に,NEAC2200-500teACOS

シ リー ズ77NEACシ ス テ ム700(昭 和50年3月1日)に

変 更 し,機 能 拡 充 を は か った。

なお,こ れら49年度事業の成果 としてとりまとめた報

告書の頒布価格等については巻末の報告書一覧表を参照

されたい。
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実用,実 験 の双方 を目的 に

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク ・ シ ス テ ムJIPNETの 概 要

JIPNET(JIPDECIntegratedProjectNETwork)は 異 な っ た コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム

を相 互 に 接 続 し,そ れ ぞ れ の ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア,お よ び デ ー タベ ース を共 用 す る リ

ソ ース シ ェ ア リン グ ・コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー クで あ る。JIPNETは,実 用 と実 験 の 両 方 の

目的 を持 っ た もの で あ り,ネ ッ トワー クの規 模 は 当 初,当 セ ンタ ー内 の 国 産 三 機 種FACOM,

HITAC,NEACを 結 合 した きわ め て ロー カル な もの で は あ るが,内 部 に お け る2,3年 の 実

用 実 験 を経 て,TIP(TerminalIMP)に よ る外 部 端 末 か らの ア クセ ス,ま た外 部 シ ス テ ム と

の 結 合 等 の 拡 張 も考慮 して い る。JIPNETに お け る実 用 上 の 要求 は,セ ン タ ー に設 置 され て い

る3機 種 の ハ ー ド,ソ フ ト,デ ー タ フ ァイ ル 等 の 限 界 を除 き,総 合 し ナこリソ ー ス を利 用 し た い

とい うこ とで あ り,実 験 的 な 目的 とし て は,ユ ーザ レベ ル の プ ロ トコ ル とし て どの よ うな もの

が 必 要 で あ り,ま た それ らが 異 な る機 種 間 で どの 程 度 効 率 よ く処 理 し得 るか,ま た異 機 種 間 の

分 散 型 デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ー ジ メ ン トあ る い は仮 想 ネ ッ トワー クの有 効 性 の検 討 等 の基 礎 研

究 を行 な う もの で あ る。

●

＼

1.JIPNETの システ ム構成

JIPNETは 分 散 型 ネ ッ トワー クの モ デル として 図1

に示 す よ うに3つ のHOSTコ ン ピュー タ,NEAC

3200/50をIMP(Node

Processor)と す る3ノ ー

ド(node)の サ ブ ネ ッ ト,

お よび各 種 の最 新 端 未 群

をTIPに 接 続 した形 で

形 成 され て い る。IMP

間 は48KBPSの 高 速 通

信 回線 で 接続 し,HOST-

IMP間 は8ビ ッ ト ・パ

ラ レル 転 送 の イ ン タ フ ェ

ー ス ・ア ダ プ タを 製 作 し

TIPNET標 準 イ ン タフ ェ

ー ス で結 合 して い る。

シ ス テ ム の構 成 に あた

って,以 下 の よ うな 諸 点

に 留 意 し ナこ。

{1}コ ン ピュ一方タ ・ネ ッ

一、.{

トワ ー ク とし ての 基 本 的 な 機 能 が 全 て 実 験 可能 な構 成

で あ る こ と。

(2)コ ン ピ ュ'一夕 ・コ ン プ レ ック ス ・シス テ ム とし て,

当 セ ンタ ー特 有 の利 用 法 の 実 験 に も適 した 構 成 で あ る

漢字
CRT

総
論

一⇔ち畳ふ'

OObP .

FACOM
'230-75

3200.50N3200・'50

一6－

HITAC
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マ ー ク

シー トリーダ

レ サプネ・ト

㌶
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カセ ッ トMT付

ック
RT

文字
CRT

図 .1J]〔PNETの 構 成

夢



■

ノ1」PZ)ECジ ャ ーtナ ル

こ と。

㈲ 情 報 ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ムの モ デル とし て分 散 型

デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネジ メ ン トな どの実 験 が 可 能 で あ

る こ と。

④ 将 来,他 の シ ス テ ム あ るい は ネ ッ トワー クの結 合 な

どの拡 張 が 容 易 で あ る こ と。

{5}従 来,各HOSTコ ン ピ ュー タで 行 な って きた 作 業

が,な ん らの変 更 な し に引 き続 き稼 動 可 能 な こ と。

JIPNETの コン トロール ・ソ フ トウ ェアは,IMP内

のSCP(SubnetControlProgram)と 各 ホ ス ト内 のNCP

(NetworkControlProgram)と に 分 け られ る。 これ ら

● の ソ フ ・ウ 。 アは,以 下 に示 す ネ 。 ト・ 一 ・ プ … ル

に か か わ る処 理 を互 い に分 担,協 調 し合 って 果 た す こ と

に よ り,ユ ー ザ か らの ネ ッ トワー ク利 用 に応 え る もの で

あ る。JIPNETの プ ロ トコル は次 の5種 類 で あ る。 ① 隣

接IMP間 プ ロ トコル,② 発 信 地IMP－ 目的 地IMP

間 プ ロ トコル,③HOST-IMPプ ロ トコル,④HO

ST-HOSTプ ロ トコル,⑤ 高 位 プ ロ トコル 。

これ らの プ ロ トコル は,① か ら⑤ と順 次 階 層 関 係 を持

つo

以 下 に,サ ブ ネ ッ ト,NCP等 の基 本 的 な機 能 を概 説

す る。

S

2.サ プ ネ ッ ト

ネ ッ トワ ー クの コ ン トロール にお け るサ ブ ネ ッ トとH

OSTの 機 能 分 担 の基 本 線 は,デ ー タ伝 送 の 信頼 性 お よ

び 効 率 に か か わ る一 切 の処 理 は サ ブ ネ ッ トの分 担 とし,

HOSTオ リエ ンテ ドな部 分 は で きる限 り,各HOST

で 吸 収 す る。 ま た 拡張 性 の面 か らす べ て のIMPは ハ ー

ド,ソ フ トと も同 一 の もの とし て い る。

サ ブ ネ ッ トの 設 計 に 当 って は,以 下 の3点 を基 本 方針

とした 。

① 高 信 頼 性:メ ッセー ジ伝 送 エ ラー 率 を低 くし,伝

送 エ ラー の チ ェ ックをHOST側 か ら完全 に切 離 す と

共 に,コ ン ポ ー ネ ン トの ダ ウ ンが 全 体 に与 え る影 響 を

少 な くす る。

② 速 応 答 性 と高 ス ル ー プ ッ ト:会 話 型処 理 を可 能 に

す る た め,短 い メ ッセー ジ に 対 す る応 答 性 を高 め る と

共 に,大 量 の デー タ伝 送 に対 して も十 分 な スル ー プ ッ
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トが 得 られ る こ と。 ま た,同 －IMPのHOST間 で

は 特 に 高 速 の伝 送 が保 障 され る こ と。

③ 拡 張 性lIMP,HOST等 の 追 加 に 対 す るIM

Pプ ログ ラ ムの 修 正 を最 小 に し,ネ ッ トワ ー クの 拡 張

に 容 易 に 応 じ得 る こ と。

JIPNETの サ ブ ネ ッ トの 各機 能 に つ い て以 下 に その

概 略 を記 す 。

(1)蓄 積 交 換 機 能

サ ブ ネ ッ トはHOSTか ら 受 取 った メ ッセー ジ を パ

ケ ッ ト化 し,蓄 積 交 換 を行 な って 目的 地IMPに 届 け

る。 目的 地IMPで は これ らの パ ケ ッ トを リア セ ンブ ル

し,元 の メ ッ セー ジに再 組 立 し,目 的地HOSTに 渡

す 。 隣 接IMP間 の伝 送確 認 は基 本 的 に はパ ケ ッ ト単 位

のACK信 号 に よ って 行 な わ れ,両HOST間 の メ ッセ

ー ジの 伝 送 確 認 はRECIEVE信 号 に よ って行 な われ る。

隣 接IMP間 は 回 線 を 論 理 的 な4チ ャネル に 分 割 し,

回線 の 利 用 率 を 上 げ て い る。 な お,ACK,RECEIVEの

返 送 は原 則 として 逆 方 向 の メ ッセー ジ に便 乗 さ せ て い

る。

② ル ー テ ィング

ル ー テ ィン グの 手法 に は 種 々 の ものが あ るが,パ ケ ッ

トの 高 速 伝 送,ト ラ フ ィ ック変 動 に対 す る適 応 性,ト ポ

ロジ ー変 化 へ の追 従 性,IMPの 計 算負 荷 の軽 減 等 を考

慮 し て,「ShortestQueue+Bias」 の 手法 を 採用 した。

この 手 法 は定 常 状 態 では 外 部 か ら全 く情 報 を と り入 れ ず

に,IMP内 部 に お け る動 的 な送 信待 ち キ ューの 長 さ と,

ネ ッ トワー クの静 的 構 造 を示 す バ イ アス値 との和 を各 出

力 回線 ご とに 比較 し,そ の 最 小 の もの を 選 び パ ケ ッ トを

送 り出 す とい う もの で あ る。 バ イ ア ス値 は,IMPお よ

び 回線 の ア ップ ・ダ ウ ンに と もな うサ プ ネ ッ トの重 大 な

変 化 の際 の み動 的 に計 算 し更 新 して い る。

(3)フ ロ ー ・コ ン トロー ル 、

フ ロー ・コ ン トロ ール はARPAの もの と ほぼ 同 じ手

法 を 採 って お り,発 信 地 一 目的 地IMP間 に パ/プ とい

う論 理 的 な パ ス を設 定 し,こ の パ イ プ の容 量 を制 限 す る

こ とに よ りフ ロー を制 御 し て い る。JIPNETで は単 一 パ

ケ ッ ト ・メ ッセ ー ジ(144バ イ ト以 下)用 のS-Pipeと

多 重 パ ケ ッ ト ・メ ッセー ジ(1152バ イ ト以 下)用 のL-

Pipeと の2種 類 の パ イ プを 設 け,そ れ ぞ れ別 個 に管 理 し
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てい る。 現 在S-P三peに は4個 ま で の単 一 パ ケ ッ ト ・メ

ッセ ー ジ を同 時 に 流 す こ とが で き,多 重 パ ケ ッ ト ・メ ッ

セ ー ジは 目的 地 に お い て バ ッフ ァが ア ロケ ー トされ た事

を確 認 しtt後L-Pipeを 通 し,一 時 に一 個 だ け流 す こ と

が で きる。これ に よ り,短 い メ ッ セー ジ の応 答 性 が 長 大 メ

ッセ ー ジの ディレ イ に よ り受 け る影 響 を少 な くして い る。

(4}シ ー ケ ン シ ング とエ ラ ー検 出

サ プ ネ ッ トに入 る各 メ ッセ ー ジ に は,各 パ イ プ ご とに

0～255ま で の 番 号 が ラ ウ ンデ ィ ング(rounding)に つ

け られ て 送 り出 され る。 この 番 号 に よ り目的 地IMPで

は メ ッ セー ジ の シー ケ ンシ ング(sequencing)を 行 な っ

て お り,発 信 地 一 目的 地IMP間 での メ ッセ ー ジ の紛 失,

重 複 あ るい はRECEIVEの 紛 失等 の エ ラー検 出 に もこ

の シー ケ ンシ ング機 構 を利 用 し て い る。

㈲ ロ ック ・ア ップ

サ ブ ネ ッ トで は次 の4種 の ロ ック ・ア ップ(lockup)

を想 定 し対策 を考 慮 し た。

●store&forwardlockup●reassemblelockup

●sequencinglockupOHOST/IMPlockup

これ らのlockupに 対 して はIMP内 に お け るバ ッ

フ ァの 管 理 ア ル ゴ リズ ムを十 分 に検 討 して 防 御 手段 を 講

じi。 な お,sequencinglockupは1つ の 目的 地 に メ ッ

セ ー ジが 集 中 す る場 合 に 発 生 す る もの で あ り,HOST/

IMPlockupはHOST-IMP間 の ア ダ プ タが 半 二 重 の

た め に発 生 す る もの で あ る。

(6}障 害 対 策

サ ブ ネ ッ トの 障害 対 策 は次 の よ うな 点 を基 本 方 針 と し

て い る。

●障 害 の 発生 お よ び そ の 回復 過 程 で,サ ブ ネ ッ ト全 体 の

運 転 は 中断 させ な い。

●一 部 の 構 成 要 素 が 障 害 で 失 わ れ て も,そ れ を除 い た環

境 下 で の運 転 が 可 能 な こ と。

●障 害 の 回復 は 自動 的 に 行 な わ れ る。

●異 な った 要 素 間 に お け る障害 の 切 りわ けが 容 易 で あ る

こ と。

回線 の 障 害 は ハ ー ドウ ェア割 込 み,タ イ ム ・ア ウ ト,

受信 パ ケ ッ トの 有 無等 で検 出 した後,定 期 的 な診 断 メ ッ

セ ー ジHello,Iheardyouパ ケ ッ トの交 換 に『よ り回 復 を

監 視 して い る。 ま た,デ ィス コ ネ ク シ ョン(disconnec－

tion)の 検 出 は各IMPに 接続 マ トリ ック スを備 え,回

線 障害 の検 出 を き っか け に し て各IMPが マ トリ ック ス

を更 新 し,グ ラフ理 論 に基 づ くマ トリ ックス 演 算 に よ り

デ ィス コネ クシ 。ン状 態 の 吟 味 を行 な う。

3.HOSTの ネ ッ トワー ク ・コ ン トロー ル

機 能

(1)NCP

JIPNETは 汎 用 の ネ ッ トワー ク で あ り,HOST間 の

通 信 は 各処 理 プ ロセ ス 間通 信 の 形 で実 現 して い る。

NCP(NetworkControlProgram)は 各HOSTに

存 在 す るネ ッ トワー ク用 の コ ン トロール ・プ ログ ラ ムで

あ り,そ れ ぞ れ のHOSTの 既 存OSの 一 部 あ るい は そ

れ に準 ず る形 で イ ン プ リメ ン トされ てい る。NCPは

HOST-HOSTお よ びHOST-IMPプ ロ トコル の 規定 に

沿 った もの で あ り,次 の よ うな 機 能 を持 つ。

① プ ロ セス 間 の コ ミュニ ケ ー シ ョン

プ ロセ ス 間 の コネ クシ ョンの確 立 とそ の 閉鎖,コ ネ ク

シ ョンを 通 して の デ ー タの授 受,プ ロセ ス間 の同 期 な ど

の 処 理 を 行 な う。 コネ クシ ョンの確 立 とは,2つ のHO

STの それ ぞ れ の プ ロ セス 間 で,一 方 の入 力 が 他 方 の 出

力 とな る一 対 の ロ ジ カル な パ ス を 作 る こ とで あ る。 各 プ

ロセ ス に はHOST番 号 とユ ー ザ 番 号 とか らな る ネ ッ ト

ワ一一クに対 し て グ ロ・・一バル なidが つ け られ,JIPNET

で は これ をport-idと 呼A'。1っ の コ ネ ク シ ョンは2

つ の プ ロセ ス の そ れ ぞ れのport-idの ペ アに対 して確 立

され る。

②HOST間 の フ ロー コ ン トロ ール

バ ッ フ ァ確 保 方 式 を採 用 して い る。HOST間 で1つ

の コネ クシ 。ンが 確 立 す る と,受 信 側HOSTは メ ッセ

ー ジ を受 信 す る た めの バ ッフ ァを1個 以 上(各HOST

の そ の 時点 の バ ッフ ァ事 情 に よ り2～10個)確 保 して そ

の個 数 を送 信 側HOSTに 通 知 す る。送 信側 は 受 信側 に

お い て準 備 され た バ ッフ ァ個 数 分 の メ ッ セー ジ送 信 を 完

了 す る と,新 ナこに バ ッフ ァ確保 の 通 知 が くるま で そ の コ
ノ

ネ クシ ョン に対 す る メ ッセ ー ジ送 信 を一 時 中 断 す る。 受
コ

信側はできるだけ速かにバ ッファを確保し,送 信側に通

知する。1つ のHOSTで 一時に確立し得るコネクシu

ン数は30前 後であ り,HOSTあ たり100ないし150パ ケ

一8-
.
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ッ ト分 の バ ッ フ ァ を

持 つ 。

(2)コ ン ト ロ ー ル ・

コ マ ン ド とサ ー ビ

ス ・ コ マ ン ド

2つ のHOSTの

NCP間 は,コ ン ト

ロ ー ル ・ コ マ ン ド,

す な わ ちHOST-H表1コ ン トロ ール ・コマ ン ドと サ ー ビス ・コマ ン ド

OSTプ ロ ト コ ル ・

コ マ ン ドに よ り交 信

さ れ る 。 一 方 ユ ー ザ

・プ ロ セ ス とNCP

間 に は サ ー ビ ス ・コ

マ ン ドが 設 け られ て

お り,サ ー ビ ス ・コ

マ ン ドに は 多 重 コ ネ

ク シ ョ ン 管 理,フ ロ

ー コ ン トロ ー ル な ど

の マ ク ロ機 能 を 含 ん

で い る 。 表1に 両 コ

マ ン ドの 種 類 を,表(n,mは 受ll寺側 コネクション番号)

表2両 コマ ン ドの 関連2に両 者 の 関 連 の 例

を 示 す 。(b)はMが ユ ー テ ィ リ テ ィ ・プ ロ セ ス の 場 合 で あ(3)高 位 プ ロ トコ ル の 処 理

る 。 現 在 は,DSP(DemandServiceProtoco1),RBP(Re-

moteBatchProtocol)お よ びFTP(FileTransferPro-

191・.① 職 ・ ②2:IMPH。,TA・ …1)が サポー ・されて・… 高位プ… ルの処理は

⑰proess⑯P 拡 張 性 を考 慮 し,各HOSTの ユ ー テ ィ リテ ィ ・プ ロセ

OutPut
スの 形 で実 現 して い る。 図2にRBPプ ロセ ス処 理 の 概

/1「 念 図 を示 し,図3は そ れ に対 応 す るジ 。ブ ・デ ックの 例

RBPm・nit・rで あ る。

コ ン トロ ー ル ・コ マ ン ド サ ー ビ ス ・コ マ ン ド

RFC コネ ク シ ョ ン確 立 要求 OPEN コ ネ ク シ ョン確 立要 求

CLS コネ ク シ ョ ンの 閉 鎖 CLOSE コ ネ ク シ ョンの 閉鎖

ALLOC メ ッセ ー ジ ・バ ッフ ァ確 保 通 知 READ デー タ の受 信

POST プロセ ス間の情報の通知 WRITE デー タの送 信

SPOST システム情報の通知 uSTEN コ ネ ク シ ョン確 立 要 求 待 ち

LOADE プロセ スの起動

DELP プロセ スの消滅 WAIT イベ ン ト待 ち

CNT 追加情報 POST プロセス間の情報の通知

(al
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⑫
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P;・ ・tilitypr・ce・s
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図2RBP処 理 の概 念 図

HOSTB ¥ID

#USERNO.

#HOSTB
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#END

1・CL…H・ ・T・

¥'JEND

JCLforHOSTA

RBPCommand
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図3RBPの ジュプデック
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4.効 率 測定

サ ブ ネ ッ トの 効 率 測 定 の た め,Artificialtra缶cgene-

ratorをSCP内 に付 け加 え,ス ル ー プ ッ ト(throuput)

と ラウ ン ド ・ トリ ップ ・タイ ム(roundtriptime)を 測

定 した。 そ れ に よれ ば短 い パ ケ ッ トに お い て は フ ロー コ

ン トロール 機 構(パ イ プ の容 量)に よ り伝 送 量 が お さえ ら

れ,パ ケ ッ ト長 が 長 くな る と48KBPS回 線 の伝 送容 量

に よ ってお さえ られ る事 が わ か り,ト ラフ ィ ッ ク量 に対

す る適 性 な サ ブ ネ ッ ト機 能 の 検 討 に 必 要 な有 効 な デ ー タ

を 得 る こ とが で きた。 ま ナこ経 路 が2つ 以 上 の 場 合 は ル ー

テ ィング の 効果 に よ って パ ケ ッ トが 分 流 され,回 線 バ ウ

ン ドが 生 じな い 事 が わ か った。 な お,パ ケ ッ トの ラ ウ ン

ド ・ トリ ップ ・タイ ムの測 定 値 か ら1つ のIMPが1パ

ケ ッ トの 蓄 積 交 換 に 要 す る時 間 は 約1.16msで あ る とい

う結 果 が 得 られ た。

次 にNCP効 率 の測 定 は ユ ーザ プ ロセ ス,NCP,I

MPの3点 に,そ れ ぞ れArtificialMessageGenerator

/Receiverを 挿 入 し て2つ のHOSTA,Bで スル ー プ

ッ トを測 定 し テこ。 結 果 の 一 部 を図6に 示 す 。 これ に よ る

とNCP-IMP間 の最 大 ス ル ー プ ッ トは350～460KBPS,

NCP-NCP間 は340KBPS,ユ ・一ザ ・プ ロセ ス間 は110

～160KBPSで あ る。 ま たHOSTAはNCPを ユー

ザ プ ログ ラ ム とし て作 成 し,HOSTBは サ ブ モ ニ タ と

500

004

003

002

(8
⑳
＼
星

占
)
甘
食
bρg
上
↑

001

して 作成 し て い る事 に よ る割 込 み処 理 の オ ー バヘ ッ ドの

多 少 の 差 がe,fに 表 わ れ て い る。

5.開 発 状況

JJPNETの 開 発 は1973年 に 開 始 され'74年12月 現 在 で

ACOSのNCPを 除 い て 上述 の第 一段 階 の ・fンプ リメ

ン トを終 了 した 。74年12月 に は 通産 省工 技 院 の 「電 子 計

算 機 利 用 技 術 研 究 会」に よ り,「 行 政 省 庁 に お け る リ ソー

ス ・シ ェア リン グ の た め の ネ ッ トワー クに関 す る実 験 」と

し てJIPNETを 使 用 し て 行政 省 庁 間 の ネ ッ トワー ク利

用 の モ デル 実 験 が 行 な わ れ た 。 この 実 験 は ネ ッ トワー ク

を糊 し・、リ。 一 ス ・シ 。ア ・ング の ・・ター ンを 図 ・の σ

よ うな7つ に 分 け,こ れ らの 各 パ ター ンで 分 散 され た デ

ー タ ・フ ァ・fルの 相互 利 用,ソ フ トウ ェア ・ライ ブ ラ リの

共 用,他 省 庁 の コ ン ピ ュー タ ・パ ワーの 利 用 等 を モデ ル

化 し て,実 際 の 業 務 プ ログ ラ ムに よ りJIPNETの 試 験

的 利 用 を行 な った もの で あ る。 これ らを処 理 す るた め に

は,サ ブ ネ ッ ト,NCPの 基 本 機 能 に加 え て,TIP端

末 か らのDSPの 利 用,FTP,RBP等 の 高 位 プ ロ ト

コル が フル に使 用 され て い る。

1.S-NL-FP

2.F-N-SP

3.P十SF

4.SF-N--P

5.FP十S

'6
.SP十F

7.TIP十SFP

十 ネットワーク記号

Sソ フ トウ ェア

Fデ ー タ・フ ァイル

P処 理 機能 ア

ン

エ

ー

シ

タ

・

パ

ス

の

一

グ

ソ

ン

ノ

ノ

5図

012345678
MessageLength(NumbrofPacket)

図4NCP効 率の測定

現 在 は,JIPNETの 性 能 評 価 に基 づ く機 能 の改 良 お よ

び拡 張 を行 な う と と もにACOS-700のNCP開 発 お よ

び分 散 型 デ ー タベ ー ス ・マ ネー ジ メ ン トを始 め,ネ ッ ト

ワ ー ク の高 度 な 利 用 法 に 対 す る調 査 研 究 を 引 き続 き行 な

って い る。 な おJIPNETの 詳細 は 「コ ン ピ ュー タ ・ネ

ッ トワー ク ・シ ス テ ムJIPNETの 研 究 開 発」49年3月

JIPDEC報 告 書49-SOO1に 記 述 され て い る。

(山 本 欣子 ・開 発 部 長)
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新 たにUNGLな ど4種 を追加

提供 ソフ トウ ェア の概 要

当財団では,情 報処理 の高度化,効 率 化 をはか るため,汎 用性の高 い各種 システ ム,ソ フ ト

ウェアの研究開発 をすすめてい るが これ らの うち一部 については,す でに広 く各方面で利用 さ

れ てい る。 この ほど新たに4種 類の ソフ トウェアについて内 容の充実 をはか り,一 般の利用に

供 し得 るよ う体制が整 ったので,す でに発表の ソフ トウ ェアに加 えて紹介す る。

,

提供ソフトウェアの一覧表

ソ フ ト ウ ェ ア 名 概 要

オ ン ライ ン文 献 検 索 シ ス テ ム

(JOLDOR-■)

TSSの もと で稼 動 す るオ ン ラ・イン文 献 検索 シス テ ム で コ ン ピ ュー タ

と会 話 しな が ら希 望 す る文 献 を繰 返 し さが す こ とが で き,文 献 情 報 は
ハ ー ド ・コ ピーが で き る。

稼 動 機 種:FACOM230-60

既

発

表

ソ

フ

ト

ウ

異機種間汎用言語 ・データ変換
プログラム

(PROG-CNV&DATA-CNV)

異機種間におけるプログラム,デ ータの共同利用を可能 とするために,
必要 とされる変換作業の省力化(変 換期間の短縮,変 更費用の削減)
を目的とするシステム。変換可能機種は,国産代表機種ならびにIBM-
360。
稼動機種:FACOM230-60

「㌶ 謡 テスト'デ ータ◆
　

。KPROTES亘 一

ア

プ ログ ラ ム ・テ ス トに お け る テ ス ト・デ ー タの 作成 を 自動 的 に行 な い,

その 作 業 稼 動 能 力 を あ げ る シ ス テ ムで,希 望 す る テス ト ・デ ー タ を容

易 に 短 時 間 で得 る こ とが で きる。

稼 動 機 種:HITAC-8300/8400/8500
FACOM230-25/35

1BM(OS-20以 上)

マー ク ・カー ドに よ るFORTR

ANプ ログ ラ ミング ・シス テ ム

(FORMRK)

FORTRAN-JIS-7000を 対 象 とし た プ ログ ラ ミング教 育用 とし て開 発

され,パ ン チ レ ス方 式 に よ る教 育 効 果 の 向 上 を め ざ し,特 に教 育 担 当

者 に とっ て わず らわ しい 雑 務 を カバ ーす る。

稼 動 機 種:HITAC-8400/8450

新

規

発

表

ソ

フ

ト

ウ

ェ

汎用グラフィック言語

(UNGL)

FORTRAN言 語 をベ ーeスとす る プ リプ ロセ ッサ形 式 の シ ス テ ムで,

2次 元 や3次 元 の 複 雑 な 図 形 を 有 す るグ ラフ ィ ッ ク ・ア プ リケ ー シ ョ

ン ・プ ログ ラ ム を容 易 に 作 成 す る こ とが で き る。

稼動 機 種:HITAC-8450/8811

FASPフ ロー チ ャー ト作 成 プ
ログ ラム

(FASPFLOW)

FASPア セ ンブ ラ言 語 の ソー ス ・プ ログ ラ ムを入 力 し て,そ の プ ロ

グ ラ ムの フ ロー チ ャー トお よ び関連 リス トを コン ピ ュー タ で 自動 的 に

作 り出す シ ス テ ムで,プ ログ ラ ム ・デ バ ッグ お よ び ドキ ュ メン テ ー シ
ョンの整 理 な どに 威力 を 発 揮 す る。

稼 動機 種:FACOM230-60/75L

統 計 集 計 プ ログ ラ ム ・ジ ェ ネ レ
ー タ

(STAGE)

統 計 表 を簡 単 な 問 題 向 き言 語 で 作成 す る こ とが で き るジ ェネ レ ー ト形式
の シ ス テ ム で,専 門 プ ログ ラ マな しに統 計 表作 成 を容 易 に, しか も

迅速 に行 な う こ とが で きる。

稼 動機 種:HITAC-8450
TOSBAC-5600

ア デ ー タ ・チ ェ ック ・プ ログ ラ ム

ジ ェネ レ ー タ

(DATACHECK)

デー タ ・チ ェ ックお よ び エ ラー ・デ ー タに 対 す る 自動 修 正(択 一 修 正,

定値 修正 等)を,簡 単 な 問題 向 き言 語 で 行 な うこ とが で きるジ 三ネ レデ
一 夕の 論 理 的 な チ ェ ック ・ミス の大 幅 な減一 ト形 式 の シ ス テ ム で

,

少,チ ェ ッ ク ・プ ログ ラム作 成 の ス ピー ド ・ア ップが は か れ る。稼 動機 種
:HITAC-8450

一11一
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ソフ トウェアの貸付方法等について

利用期間により長期,月 単位および短期貸付の3通 りの方法があり,

ユーザに適した利用法が選べる。

貸 付 の 種 類 貸 付 期 間 基本指導サービス 貸 付 物 件

長 期 貸 付 2年 単 位 56時 間以内 ● オ ブ ジ ェ ク ト ・プ ロ グ ラ ム

月 単 位 貸 付 1ヵ 月 単 位 28時 間以内

短 期 貸 付 5日 単 位 7時 間以内

●解 説 書

●操作説明書

(基本指導サー ビス時間は,ソ フ トウ ェアによ り異な る。)

(注)プ ログラム ・テス ト ・データ ・ジェネレータに関 しては,情 報処理振興 事業協会の規定に従 って貸 付 を行な う。

ソ フ トウ ェア標 準貸 付 価 格 一 覧 表

(単 位:千 円)

σ

M

}

1

一 、 .項 目
「}.

ソ フ ト ウ ェ ア 名 『・}』『一 」"一～ 一～

長期貸付
価格

月単位貸付
価格

短期貸付
価格 備 考

オ ン ライ ン文 献検 索 シ ス テ ム

(JOLDOR-H)
1,450 81 27

2
異機種間汎用言語変換プログラム

(PROG-CNV)
820 46 15.4

異 機種 間 デ ー タ変換 プ ログ ラム
3(DATA -CNV)

600 34 11.4

プ ロ グ ラ ム ・ テ ス ト ・デ ー タ ・ジ ェ ネ レ ー タ

(PRO-TEST1)

マ ー ク ・カ ー ドに よ るFORTRANプ ログ ラ

ミング ・シ ス テ ム

(FORMRK)

/
情報処理振興事

業協会から受託

汎 用 グ ラフ ィ ック言 語

(UNGL)

FASPフ ロー チ ャー ト作成 プ ログ ラ ム

(FASPFLOW)

統 計 集 計 プ ログ ラ ム ・ジ ェネ レー タ
8(STAGE) ?・300

130 43

9

デ ー タ ・チ ェ ッ ク ・プ ロ グ ラ ム ・ジ ェ ネ レ ー タ2

,000(DATACHECK) 110
'
37

(賛助会員が 使用す る場合 および当財団設置の コンtfユ"一夕 と併用 して使用す る場合等には特 別貸付価格 を設 けてい る。1

なお詳細については当財 団振興課(内 線205)ま で照会 されtい 。)
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1海 外ニュース

進展 す る欧 州 コンピュー タ業界 の再編

－CII/HoneywellBul1合 併 で 新 局 面 一

～

|
1975年5月12日 仏政府 と米国Honeywell社 はCIIとHISBullの 合併 で基本的合意に

達 したと発表 した。両社の合併は74年 以来取沙汰 され ていた ものだが,欧 州 コン ピュータ業界

に初のEuro-American体 制 を持 ち込んだ もの だけに今後の 欧州業界再編に重大な影響を与 え

るもの と見 られている。特 にCIIが 参画 していたUnidata,欧 州勢 との提携,合 併をね らう米

主力 メー カーの今後 の動 向が注 目され る。 ここに合併の背景,経 緯 をま とめて紹介す る。

」 ●

欧州連合への足跡

欧 州 主 要 国 政 府 は か ね て よ りコ ン ピ ュー タ 産 業 の 育

成,国 産 メ ー カ ーの 強 化 に 取 り組 ん で きた。 特 に 仏,英,

西 独3カ 国 にお い ては この 傾 向 が 顕 著 に現 わ れ てお り仏

のCII(theCompagnielnternationalpourrlnfor-

matique),英 のICL(InternationalComputersLtd.)

とい う欧 州 の 代 表 的 コ ン ピュー タ・メー カー を生 み 出 す と

共 に,西 独 で はNixdorfとAEGTelefunkenの 合併,さ

らにSiemensに ょ るTelefunkenComputerAGの 吸 収

な ど,各 々 の立 場 で の米 国籍 企業 対 抗 策 が 打 ち出 され た 。

し か し1972年 頃 か ら各 国政 府 は,IBMを 中軸 とす る

圧 倒 的米 国勢 力 に独 自 の力 で 対 抗 す るむ ず か し さを痛

感 す る よ うに な っt。 こ の 時 期 英 のICLは,会 長 に

IBM・UKの ハ ドソ ン氏 お よ び マ ネ ー ジ ング ・デ ィレ ク

ター にUnivacの ク ロス氏 を招 い て新 方 向 を 目指 し て

お り,まtt西 独Siemensは 技 術 提 携 先RCAが コ ン ピ ュ

ー タ事 業 を放 棄 レ て苦 境 に立 ち,さ らに仏CIIが 依 然

低迷 を続 け て いttlめ,こ れ ら3社 間 に欧 州 大 同 団結 の

気運 が 急激 に 高 ま った。3社 の合 併 案 は政 治 レベ ル で の

話 し合 い準 備 に ま で い った が,IBMと の互 換 性 や 企 業

規 模 の 問 題 が あ ってICLが 脱 落 し7c。 しか しCII,

Siemens両 社 は オ ラン ダ のPhilipsを 巻 き込 みUnidata

とい う連 合組 織 も発足 させ7(73年7月)。

Unidataは3社 の既 存 機 種 の 販 売 を各 々が サPt-一ートす

る と共 に,IBM370対 抗 の統 一 機 種(7000シ リー ズ)を

開 発 し,純 欧 州 路 線 でIBMそ の 他米 国籍 企 業 に対 抗 し

よ うとい う もの で,欧 州連 合 第1弾 とし て華 々 し く登 場

した 。 欧 州 コ ン ピュ'一タ産 業 の 統 合 を 呼 び か け て い るE

C委 員会 も,Unidataの 出現 を歓 迎 し,将 来 はUnidata

を 核 にICLやNixdorfな ど も含 めて 欧 州 大 連 合 を 結

成 した い と述 べ て い た。

崩 壊 へ

Unidataは 設 立 後 半 年 に して 統 一一・7000シ リー ズ の第1

号機7・720(Philps担 当)を 発 表,さ らに74年9月 に

は7・730(Siemens担 当),7・740(CII担 当),7・750

(Siemens担 当)と3機 種 を 一挙 に追 加 し,一 見 順 風 満 帆

の感 が あ った。 しか し74年 後 半 か ら75年 前 半 に か けて,

3柱 間 に お け る歩 調 の 乱 れ が 露 見 し始 め,国 境 を 越 えた

連 合 組 織 の むず か し さ を再 度 認 識 させ る こ とに な った 。

ま ず3社 間 の力 関 係 の 問題 が 出 て きナこ。 つ ま り3社 の

中 で はSiem飽sの 力 が 圧 倒 的 に強 く,仏 政 府 な どは 将

来SiemensがUnidataを 支 配 して しま うの で は な い か

とい う不 安 を 持 ち 始 め テこ。 ま た 仏 側 には,CIIが

Unidata協 定 に基 づ い て仏 市 場 でSiemens4004の 販 売 実

績 を あげ て い るの に 対 し,Siemens側 は西 独 市 場 でCII

・IRISコ ン ピ ュー タの 販 売 に力 を入 れ て い な い とい う不

一13一
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満 もあ った。 さ らにPhilips社 が7000シ リーズ 以 外 の モ

デル にUnidataの ブ ラ ン ドを つ け て発 表 し た た め,Uni-

data問 題 は 三 つ ど もえの や っか い な様 相 を呈 し始 め た。

PhilipsがUnidata300と して 発 表 した の は,同 社

がP350を ベ ー スに 開 発 し た 事 務 用 コ ン ピ ュー タで,

Unidataが7・730,7・740,7・750を 登 場 させ る直 前 に 発

表 され た 。 この 時 期仏 で は小 型 機 専 門 メ ー カ ー-Logabax

社 が,同 レイ ンジ の機 械 を発 表 し よ う とし て い た と ころ

で もあ り,仏 政 府 お よ びPhilipsに 対 し,統 一 汎 用 機

7000シ リー ズ 以 外 の機 械 にUnidata商 標 をつ け るの は

不 当 と反 発 した 。 実 際,仏 政 府 はCIIをUnidataに

参 加 させ るに 当 り,Unidataの 活 動 は汎 用 分 野 に限 定 さ

せ るむね,仏 の 小型 機 メ ー カ ー に約 束 し てい た 。と ころが

Philipsは そ の 後,IBMシ ス テ ム32やLogabaxLX

4600,Nixdorf8870の 対 抗 機 種 としてUnidata450を 発

表 し,仏 側 の 不満 を一 層 つ の らせ た 。

Unidata7000シ リー ズの 超 大 型 機 は 空 白 に な って い た

が,Siemensが 西 独 政 府 の 肝 入 りでTelefunkenCo-

mputerAGを 吸 収 した ナこめ,Unidata超 大 型 機 開 発 を

め ぐってCIIのIRIS80とTelefunkenのTR540(開

発 中)が 主 導 権争 い を す る 様 相 も 出 て き た。 この 間

Univac,HoneywellBull,CDCな どの有 力 米 国籍 企

業 は,IBM対 抗 の 一 環 としてUnidataに 接 近 し,提

携 ま た は合 併 を画 策 した 。 こ うして 純 欧 州 路線 の 期待 を

持 って 出発 し たUnidataだ が,内 部 の 勢 力 抗争,マ ー

ケ テ ィン グ を め ぐる不 満,外 部 か らの 米 企 業 攻 勢 で 今 や

崩 壊 の き ざ しす ら出 て きた。

先手をとったCII

Unidata内 部 に お け る勢 力 抗 争 が 進 む 間 に,仏CII

で は 大 手株 主 の 対立 な ど深 刻 な 問 題 が 表 面 化 した 。C

IIはThomson-CSFの 子 会 社Sperac(周 辺 装 置 メ ー

カ ー),CGEの 子 会 社SEA(シ ス テ ム ・メ ー カP-),

Schneiderの 子 会 社CAE(シ ス テ ム ・メー カー)を 統

合 して 設 立 さ れ た も の で,Thomson,CGE両 社 は

Fininforと い う持 株 会 社 を通 じてCII株 式 の49.4%

を 占有 し テこ。 と ころが この両 社 は,74年 頃 か らCII強

化 案 を め ぐって 意 見 が対 立,一 時 はCGEがCIIか ら

身 を引 く とい う話 も持 ち あが った。

IDI(産 業 開発省)

36.8%

口
49.4%

Schneider
12.2%

Fininfor

ThomsonCGE

1.6"6

KaliSt-Therese

*Fininforへ の 出 資 比 率 は,Thomson52f'ti

CGE48%

図1CIIの 株 主構成

CIIは 仏 政 府 の て こ入 れ に もか か わ らず,73年 の 欠

損 額 が900万 フ ラ ンに の ぼ るな ど,財 政 上深 刻 な状 況 に

追 い 込 ま れt。74年 か ら75年 に か けて は,仏 原 子 力 委 員

会(CAE)の 参 加,米 企 業 との 合 併,イ ラ ンか らの財

政 援 助,本 体 分 野 か らの 撤 退,Siemensに よ る吸 収 な ど

あ の手 この手 のCII強 化 策 が 取 沙 汰 され た 。 申 で も米

企 業,特 にHoneywellと の 合併 案 は 欧 州 市 場 に お け る シ

ェア 拡大 お よびUnidataに お け る勢 力 拡 大 な ど,CII

を 一 挙 に 立 て 直 す 手 とし て注 目 され た。 米 企 業 の 中 で

Honeywellが 最 有 力 視 され たの は,HoneywellBullの

ジ ャン ・ピエ ール ・ブル ール 社 長 がCII吸 収 に 関心 を

寄 せ て い る と伝 え られ た こ と,お よ び ス テ フ ァン ・キ ー

テ ィングHoneywell社 長 が74年9月 に 訪 仏 した こ とな

どが あ った た め だ が,結 局Honeywell本 社 の意 見 の 大 勢

が 合 併 反 対 とな り,両 社 合併 案 は 一 時棚 上 げ とな っ た。

しか しCII立 て 直 しを 図 る仏 政 府 に と って,Honey-

wellBullは 仏 のMachinesBullが34%の 株 式 を所 有 し

て い る こ と もあ り,極 めて魅 力 的 な存 在 で あ り,話 し合

い は続 行 され た。 そ して 今 年5月12日,つ い に 両 社 の 合

併 が成 立 す るわ け だが,混 沌 とし た状 況 か ら急 速 に 合 意

に達 し た裏 に は,今 年 に入 って両 社 の 合 併 が 余 りに うわ

さに の ぼ った た め,ユ ー ザ ー側 が 発 注 を手 びか え る傾 向

が 目立 ち始 め た こ と もあ る ら しい。 実 際CIIの 方 は,

今 年 第1・ 四 半 期 の 受注 が 予 定 の3分 の1程 度 に し か達

せ ず,まicHQpeywellBull側 も,合 併 に よ って経 営 権

が 仏 に委 譲 され る とい う観 測 が あ った た め,新 規 発注 が

が た落 ち し た と伝 え られ た。
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仏政府内部では今回の合併について最後の土壇場まで

賛否両論が対立していた。 ドルナノ産業相や大統領顧問

は合併支持に回ったが,純 欧州路線に固執する首相,外

相,蔵 相などは強硬に反対を唱えた。 欧 州連合を推進

しているEC委 員会にとっても,CIIと 米国籍企業の

合併は避けナこいところであ り,EECを 通じたUnidata

資金サポー ト案などが打 ち出 され た が,「Honeywell

Bullの 過半数 の株式」を獲得することになった仏政府

は,つ いに米仏企業の合併を成立 させてしまった。欧州

連合Unidataが 発足後間 もなく,力 関係およびマーケ

ティング面などで三つどもえのやっかいな問題を引 き起

こし,さ らに同時期にCIIが 財政的に苦境に立たされ

た ことが重な り,Unidataに 不安 と不満が最 も大きかっ

たCIIが 先陣を切って米国企業に結びついk結 果にな

った。

Euro-American体 制 の 出 現

今度の合併はその経緯はともか く,欧 州コンピュータ

業界の再編を強力に唱えてきt仏CIIが,米 国企業 と

結 びついたという点で画期的事件である。欧州業界には

以前から,米国籍企業対抗よりむしろはっきり対IBM戦

線 を組むべきとの声 もあり,こ のためにはIBMを 追い

かける米国メーカーと組み,純 欧州路線を捨ていわゆる

Euro-American体 制を設立するすべ きともいわれてい

た。すでに共同開発や技術提携などでは欧米企業の密接

な結びつ きが実現していたが,今 度のような本格的合併

は初めてのケースであり,欧州の地にFranco-American

体制が出現したことになった。

さて合併の内容に関する詳細はまだ不明だが,骨 子は

仏政府
CGE

(18.5%)

100"6

社長J.PBru16

語 多〉/1R.Gest.

図2CII/HoneywellBu11の 株 主 構 成

以 下 の よ うに な って い る。

・合 併 後 の 新会 社 の 名称 はCII・HoneywellBullと す る

・株 式 は仏 政 府 お よ びCGEがHoneywellInformation

Systems(HIS-Honeywell81.5%,GE18.5%所 有)

か ら19%の 株 を買 収,MachinesBullの34%と 合 わ せ新

会 社 の53%を 占有 す る。

・CIIの 研 究,開 発,販 売 要 員 は全 て新 会 社 へ 移 行 す

る

・CIIツ ール ーズ 工 場 は 合 併 か ら除 外 す る

・CGEと 並 ぶCIIの 大 手株 主Thomson-CSFは ツ

ー ル ー ズ工 場 を傘 下 に納 め,MITRAミ ニ ・コ ンお よ

び軍 用 コ ン ピ ュー タの 開発,生 産 を行 な う(ミ ニ ・コ

ン,軍 用 シス テ ム も合併 か ら除 外 され る)

・CIIが 行 な って い たCS40ス イ ッチ ン グ ・コ ン ピュ

ー タの 開 発 ,販 売 は新 会 社 に委 譲 され る

・CIIの 主 力 機IRISコ ン ピ ュー タの 販 売 は続 行 さ

れ るが,製 造 は ライ セ ンス 協 定 に よ って ツール ー ズ工

場 で 行 な う。

・HISの 伊 ,英,イ ラ ン市 場 に お け る事 業 は合 併 に よ

って 影 響 を受 けな い 。

以上の合併構想を見ると,仏 側が株式の過半数を獲得

して 「名」をとり,Honeywell側 が株式売却費 とし て

6,000万 ドル および仏政府が計画中の電話サービス近代

化の一翼を担 うとみ られるCS40コ ンピュ'一夕,さ らに

新会社に対する仏政府の財政援助など 「実」をとった感

がある。また合併の話し合いが進められている間も,特

に英国筋では最終的には 製 品 決 定,経 営決定権などで

Honeywellの 発言力が強 くなると指摘して い た。 事実

一15－

ControlData2,0ク 元

B肛roughs2,4%

Univac

,5%

ICL

5.7"σ

Unidata

8.7?e

図3欧 州 市 場 にお け る メ ー カ ー一別 シ ェ ア(74年 末)

設 置 金 額 ベ ー ス,HISBul1調 べ
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合 併 後 間 もな く明 らか に され た ト ップ人 事 で は,新 会 社

の社 長 に ジ ャン ・ピエ ール ・ブ ル ーールHoneywellBul1

社長 が任 命 され,ミ ッシ ェル ・バ ー レ氏 の 後CII社 長

に就 任 し て い た ロバ ー ト ・ゲ ス ト氏 は 新 会 社 の ジ ェネ ラ

ル ・マ ネジ ャー とな った。

CII,HoneywellBullの 合 併 は年 間 売 上 げ高3億 ポ ン

ド,従業 員数2万 人 とい う欧 州最 大 の コン ピ ュー タ ・メー

カー を 誕 生 させ た 。HoneywellBuUの 調 査 で は74年 末 に

お け る欧 州 コ ン ピ ュー タ市 場 に お け る メ ー カ ー別 シ ェア

(設 置 金 額 ベ ー ス)は,IBM51.8%,Honeywell12.0

%,Unidata8.7%,ICL5.7%,Univac5.5%と な って

い る。 今 度 の 合 併 に よ って 新 会 社CII・HoneywellBull

は欧 州 市 場 で15%弱 の シ ェア を持 つ と共 に,当 面 の競 争

相 手 だ ったUnidataの シ ェアを 減 少 させ,欧 州 に新t

な業 界 構 造 をつ く りあ げ た。

』

欧 州 に 出 現 したFranco-American体 制 は,欧 州 さ ら

に は世 界 規 模 で の コ ン ピ ュー タ産 業 界 再 編 成 に 大 きな イ

ンパ ク トを与 え る こ とに な ろ う。 特 にUnidataの 将 来,

さ らに 他 のEuro-American連 合 の誕 生 の可 能 性 な ど,

従 来 に な い ダイ ナ ミッ クな展 開が 予 想 され る。

さて 当面 注 目 され るの はUnidataの 行 方 だ が,Sie-

mens,Philips両 社 は あ くまでUnidataを た て て欧 州 路

線 を 貫 ぬ くと表 明 し て い る。CII・H皿eywellBullが

Unidataの パー トナー一に な る可 能 性 も取 沙 汰 され て い る

が,こ れ はHoneywellの 新 シ リ…ズ60とUnidata7000

間 の調 整 さ らに新 た な力 関 係 の 問題 もあ り実 現 しそ う

に な い。 しか しSiemens,Philipsと して は2社 だ けで

この 先 や って 行 け る確 信 は な い で あ ろ うし,Franco-

American体 制 の 出 現 でUnidataの 設 立趣 旨 その もの

が 根 底 か ら揺 さぶ らせtこ と もあ り,こ の2社 を中 心 に

再 編 に新 たな 動 きが 出 て くる こ とに な ろ う。 今 後 の可 能

性 を取 りあ げ て み る と以 下 の よ うに な る。

匡 亘コU・ ・d…の解消

これは欧州コンピュータ業界を欧州連合以前の状況に

逆戻 りさせることでもあ り,EC委 員会 としては最 も避け

tい 事態であろう。また小型部門で成功しているPhilips

および西独政府のバッ'クアップを受けているSiemensが

コ ン ピ ュー タ事 業 を全 面 的 に 手 離 す こ とは考 え え られ な

い し,Unidata7000がCII・IRISシ リー ズ,Siemens

4004,Philips・P1000お よびIBMマ シ ン と完全 互 換 性

を有 し てい る と こ'うか ら,SiemensとPhilipsは 何 とか

これ を生 か そ う とす る可 能 性 が 強 い 。

匡 三i]U・id… 路線の続行

これ はSiemens,Philips両 社 が あ くま で現 状 を貫 ぬ

こ う とす る場 合 だが,7000シ リー ズ超 大 型 機 の 開 発,

CII・HoneywellBullと い う強 力 な メー カー の 出 現 で

前 途 多難 で あろ う。

1方 向31第2のE…-Am・ ・ican体 制

Siemens,Phlips両 社 がCIIに か わ る第3,第4の

パ ー トナー を 引 き入 れ る可 能 性 だ が,こ れ は現 在 の両 社

の 協 力 体 制 を生 か し,そ の うえ で勢 力 増 大 を図 るだ けに,

極 めて 可 能 性 の 強 い 方 向 で あ る。 この 場 合 パ ー トナ ー と

し て は米 国籍 メー カー の見 込 み が強 く,第2のEuro-

Anerican組 織 の 出現 とな る。Unidataに はHoneywel

以 外 に もUnivac,CDCな どが接 近 し てい たか らパ ー ト

ナ ー を探 す こ と 自 体 は そ う む ず か し くな い 。 す で に

Univacが 接 近 中 と伝 え られ て い る。

匝 口 緻 州蹴 の強化
これ はSielnens,Philipsが 英 国 のICLを 引 き入 れ

る ケ ー スだ が,ICLが 新2900シ リー ズ,特 に 小型 モ デ

ル2903で 同社 として は 最 大 の 成 功 を 収 め つ つ あ る時機 で

もあ りか な りむ ず か しい 。 しか し,EC委 員会 とし て は

歓 迎 す べ き方 向 で あ ろ う。

以 上 が 今 後 の 欧 州 コ ン ビ一 夕業 界 再 編 の可 能 性 だ が,

この 外Unidata的 構 造 よ り も強 力 な 欧 州 連 合 の 必 要 性 を

説 くNixdorfが,ど うい う動 きを見 せ るか も見 逃 が せ な

い 。Nixdorfは 以 前 か らUnidata的 構 造 の 弱 体 性 を批

判 し,「 ひ とつ の 財 源,ひ とつ の 経 営 体 を持 つ ひ とつ の

コン ピ ュー タ ・メ ー カ ー」 を組 織 す べ き として い た 。 い

ず れ に せ よCII・HonleywellBullと い う欧 州 最 大 の メ

ー カー の 出現 は,世 界 の主 要 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー全

て を巻 き込 ん だ再 編 の起 爆剤 に な ろ う。
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表1欧 州 コンピュータ業界 再編の足跡

年 で き 事

1957 ●Siemens,モ デ ル2002発 表

1962 ●Philipsグ ル ー プ,EDP分 野 参入 を決 定

ユ964 ●Siemens,RCAと 技 術 提 携

1966 ●仏CII設 立

1967 ●仏 第 一 次 プ ラ ン ・カル キ ュ ール 開始

1968 ●CII,第1号 機IRIS50発 表

●Philips,P1000シ リー ズ発 表

●英ICL設 立

1969 ●EECの 超大 型コ ンピュータ共同開発計 画発表 さ

れ る

1970 ●ICL,CII,CDC,合 弁 会 社Multinational

Data設 立(ベ ル ギ ー)
・

■仏政 府,Honeywell社 のBull.GE買 収 を認 可

●欧 州 コ ン ピ ュー タ業 界 の 連 合取 沙 汰 され る

1971 ●EC委 員 会,共 同 提 携 構 想 を提 唱

●Siemens/Telefunkenの 縁 組 み失 敗

●NixdorfとTelefunkenが 合 弁 会 社Telefunken

ComputerAGを 設 立

1972 ●CII/Siemens提 携 に 合 意

●ICLト ップ異 動,新 会 長 にハ ドソ ン氏

●Burroughs,ICL株 式 過 半 数 買 収 取 沙 汰 さ る

年

1973

1974

1975

で き 事

●ICL,CII,Siemensの 政 治 レベ ル で の 提 携 話 し

合 い

●Nixdorf,米Victorコ ン ピ ュー タ 部 門 買収

●Siemens/CII,協 定 の 一 部 に っい て正 式 調 印

OEC委 員会,欧 州 コ ン ピ ュー タ ・メー カー の結 束

を呼 び か け

●Siemens/CII/Philips3社Unidataを 設立

●MultinationalDataにNCR参 加

●Unidata第1号 機7・720発 表

●CIIの 株 主,ThomsonとCGEの 対 立 表 面 化

●ICL,CDC/NCRの 合 弁 会 社CPI(Computer

PeripheralInc.)に 参加

●Siemens,TelefunkenComputerAGを 買 収

●EC,IBM独 占問 題 を調 査

●Uidata,7000シ リーズ で3機 種 追 加

●仏,情 報 局 を解 体

●ICL,ニ ュー レイ ン ジ2900で2モ デ ル 発 表

●CIIの 財 政 問題,HoneywellBullと の 合 併取 沙 汰

され る

● ジス カ ール デ ス タ ン仏 大 統 領,CIIサ ポー トを

確 約

●ICL,2900の 受 注 好 調 と伝 え る

●ICL,欧 州大 陸 向 け販 売 組 織 を再 編

●ICL,モ デ ル2903の 受 注 台 数1000台 突 破 と発 表

●CII,HoneywellBull合 併,社 長 にJ.P.Brul6

氏 就 任

■

(鈴木 茂樹 ・調査 課)
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貿易関係の国際会議に出席 して

国連 の欧 州経 済 委 員会 貿 易 手 続 簡 易 化 部 会 専 門 家 会 議

出 席 を主 目的 に,5月 末 か ら6月 に か け て約2週 間 の 日

程 で,総 合 貿 易 情 報 シ ステ ム調 査専 門委 員会(COTIS)

の 委 員長 を お 願 い して い る水 野 幸男 氏(日 本 電 気 基 本 ソ

フ トウ エ ア開 発 本 部 長)に 同 行 して,カ ナ ダ とス イ ス を

訪 れ た。

両 国 と も,自 然 の美 し さが 充 満 して い て仕 事 の 合 間,

週 末 を過 す の に こ とか か な い。

カ ナ ダ では ケベ ック市 内 の フ ラ ン ス 風 シ 。 ッ ピン グ

街,雄 大 な セ ン トロー レ ン ス河 の 眺 め,ス イ ス で は,チ

ュー リ ッヒ よ りジ ュネ ー ブ まで の 車 窓 か ら眺 め る風 景 は

あ たか も映 画 を 観 る よ うな感 じだ った。

だ が,今 回 の ハ イ ラ イ トは,グ リ ンデ ル ワ ー ル ドに

て,か の 有 名 な アイ ガ ー の北 壁 を ゆ っ く り眺 め る こ とが

で きナここ と,こ の と きば か りは仕 事 の こ とはす っか り忘

れ さ って い た。

国連の会議はジュネーブのパレデナシオンで開催 され

た。貿易手続簡易化部会の所管が欧州経済委員会 という

こともあって,日 本は議長席の真前に位置 した真中のオ

ブザーバー席につく。場内は席が3列 並んでいて議長席

に向って右側の列には,英 国,米 国,ソ 連など並ぶ。

左側には,カ ナダ,東 西両 ドイツなどほかにISO,

ITU,ICC,ICS等 の国際機関代表が真中のオブ

ザーバー席の後の方に着席した。

会議は,ADPと コーディング及び書式関係の2つ の

専門家会議に分かれていて,討論は,こ の問題に先進的な

役割を果している英 ・米 ・仏 ・加あたりが積極的に発言

し,ソ 連が時々ロシア語で意見を述べ るといった具合で

*CARDIS:TheU .S.CargoDataExchangeSystem

進行した。 この専門家会議は,も ともと,特定問題に対 し

て専門的な立場か ら意見を出すな り研究を行な う場であ

って,採決して黒白を決めるとい う性格の ものではない,

とい うこともあって,激 しい討論が交わされていて も,

休憩時間には割合になごやかに懇談が続 けられるとい う

風景が散見されナこ。

わが国か らは,ADPと コーデ ィング専門家会議にお

いて,貿 易情報のデータ伝送におけるメッセージ ・エラ

ー問題の考え方 と研究の進め方について,ジ ュネーブ代

表部寺島一等書記官と水野委員長より報告した。日本か

ら特定問題について,研究結果を報告したのは初めてで,

議長および英国代表より賛意を得た。(具 体的な内容に

ついては後日報告予定)

この会議に参加していて,貿 易手続の簡易化のため,

書式,コ ー ドな ど各種の標準化作業が急速にではないが

着実に進展していることが痛感された。とくに,コ ンピュ

ータを中心 とした貿易システムの形成に各国とも強い関

心を持 ってお り,今 回は,米 国が1978～9年 稼動を目標

に発表したCARDISに ついて,米 国内のシステムでは

あるが,他 の国々に大 きな影響 を及 ぼ す とい うことか

ら,米 国の計画に対 して,各 国が質問するとともにすで

にシステム設計が進んでいるな らば,早 急に各国に知 ら

せるよう要請 された。品目コー ドをはじめとした各種コ

ー ドが現在国際的に検討されている段階で,米 国が どう

決めるのか,貨 物データ入力形式等で,対 米輸出量の多

いわが国としてもその動向に,注 目してシステムの面か

ら有効に対処 しなければならないと痛感した。

帰国してあの美 しいレマン湖にも水銀汚染が進んでい

ると報じているテレビを見なが ら,こ の湖をはさんでい

るスイス領 とフランス領とで,公 害問題でお互いに非難

し合 っているとい うことを,在 ジュネーブ代表部の人か

ら聞いたのを思い出し,今 回の旅行で感じたことを書か

せて頂いた。

(市川 隆 ・調査課長)
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(ジ プ デ ッ ク)

り

各種委員会の設置

当財団では昭和50年度事業の実施にあたって,こ れま

で次の委員会を設置した。

委 員 会 名
(順不 同)

委 員 長 名
(敬称略)

委員数

経 営計 画情 報 システ ム調査 委
員会

一橋大学商学部教授

宮川 公男
6名

コ ン ピ ュ ー タ ・シス テ ム評 価

委 員 会

九州大学名誉教授
北川敏男

23名

コ ン ピ ュ ー タ ・シス テ ム評 価

専 門 委 員 会

㈲日本科学技術情報
センター資料部主任
情報員 中井 浩

14名

総合貿易情報 システム調査委

員会(COTIS)
末 定 26名

総 合貿易情報 システム調査専
門委 員会

日本電気㈱基本 ソフ
トウェア開発本部長

水野 幸男

15名

中小企 業(ね じ製造 業)向 け
標準生産管理 システ ム開発委
員会

㈱東京螺子製作所取
締役社長 平山広次 10名

中小企業(ね じ製造業)向 け
標準生産管理 シス テム開発小
委員会

㈱三之橋製作所取締
役企画室長長島 武 9名

中小企業(自 動車整備業)向
け標準販売管理システム開発
委員会

聞日本自動車整備振
興会連合会専務理事

堀山 健
9名

中小企業(自 動車整備業)向
け標準販売管理システム開発
小委員会

東京 いす、自動車㈱

豊 州センター豊州工場
工場長 小川和夫

8名

産地診 断システム開発委 員会 玉川大学工学部教授
並木高　

12名

産地診 断システ ム開発小委 員
会

中小企業振興事業団
主任研究指導員

荒井祐蔵
7名

中小企業MISス カリキ ュラ
ム作成委員会

青山学院大学経営学
部教授 鵜沢昌和

4名

情報処理教育調査委員会 青山学院大学経営学
部教授 鵜沢昌和

9名

コ ン ピ ュ ー タ ・トッ プ ・セ ミ

ナ ー実 行 委 員 会

当財団常務理事
浦島敏弘

8名

コ ン ピュ ー タ ・ト ップ ・セ ミ

ナ ー テ キ ス ト委 員 会

一 7名

覇国連貿易手続簡易化部会専門家会議等へ代表を派遣

総合貿易情報システム化に関する調査研究の一環とし

て,国 連貿易手続簡易化部会ADPと コーディング専門

家会議およびカナダ貿易手続簡易化協会インターフェー

ス会議に出席のため,当 財団COTIS専 門委員会,委 員

長水野幸男氏(日 本電気基本ソフ トウェア開発本部長)お

よび市川調査課長を,5月27日 から6月8日 まで13日

間,カ ナダ,ス イスの両国に派遣した。

㌧ 二㌣つ竺迫r竺『 鴛

ニ

ン

＼

ジ

灘

㌔

、

爺
、㍉

べ

ぷ

二

繊 特 別講 演 会 を 開 催

当 財 団 で は さ る6月17日 機 械 振興 会 館B2ホ ー ル に お

い て 通 商 産 業 省 の 後 援 に よ り特 別 講 演 会 「ア メ リカに お

け る最 近 の シス テ ム技 術」 を 開催 し ナこ。 この 講 演 会 は通

商 産 業 省 が49年 度 に 米 国 の シ ン クタ ン クで あ るス タ ン フ

ォー ド研 究所 に 委 託 した 「テ ク ノ ロジ ー ・ トラ ン ス フ ァ

ー」 に つ い て特 に コ ン ピ ュー タシ ス テ ム を中 心 とし た部

分 を同 省 の 好 意 に よ り公 開 した もの で,同 研 究 所 か ら こ

の 調 査 に 携 っナこKennethHirschberg氏 を講 師 とて招

き実 施 した もの で あ る。'

講 演 内容

① テ ク ノロ ジ ー トラ ン ス フ ァーの 定 義

② 歴 史的 背 景

③ 実 例

●マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ

● コ ン ピ ュー タネ ッ トワー クシ ス テ ム

●信 頼 性 技 術 な ど
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鑓ソフ トウェア説明会の開催

当財団では,情 報処理の普及促進を目的 として,こ れ

までに開発したソフトウェアの一部を公開し,各 方面の

利用に供しているが,こ れらのソフ トウェアの利用促進

を目的 として毎年数回,東 京および地方においてソフ ト

ウェア説明会を開催してきた。今年度は,東 京および地

方2ヵ 所で開催する予定で,そ の第1回 を福岡市におい

て下記により実施しテこ。

時

湯

呑

日

会

内

昭和50年6月26日(木)10.OO～16.30

福 岡商 工 会 議 所(6階605号 室)

●オ ン ライ ン文献 検 索 シス テ ム(JOLDOR-

ll)

●異 機 種 間 汎 用 言 語 ・デ ー タ変換 プ ログ ラム

(PROG-CNV&DATA-CNV)

● プ ログ ラ ム ・テ ス ト ・デ ー タ ・ジ ェネ レ ー

タ(PRO-TEST1)

●マ ーーク ・カ ー ドに よ るFORTRANプ ログ

ラ ミン グ シ ス テ ム(FORMRK)

●汎 用 グ ラ フ ィ ック言 語(UNGL)

●FASPフm・ 一チ ャー ト作 成 プ ログ ラ ム(F

ASPFLOW)

●統 計 集 計 プ ログ ラ ム ・ジ ェネ レ ー タ(STA

GE)

●デ ー タ ・チ ェ ッ ク ・プ ログ ラ ム ・ジ ェネ レ

ー タ(DATACHECK)

獺昭和50年 度情報化週間について

昭和47年 から通商産業省の主唱で行なわれている情報

化週間は,こ としも,き ナこる10月1日 の記念式典を中心

に多彩な行事が予定 されている。

当財団では第1回 の情報化週間以来,こ れに参加およ

び実施にあナこっての支援業務を行なってきたが,本 年度

は,つ ぎの要領で実施することになっている。

1展 示会の開催

生活と情報化に関する展示会を(財)生 活映像情報

システム開発協会,(財)医 療情報システム開発センタ

ーと共催で10月2日 から6日 間,東 京大丸デパー ト8階

勧 場を会場、して離 す、。 ●

2講 演と映画の会の開催

地元経済団体等 との共催で生活と情報化にちなんだ

講演と映画の会をつぎの各地で開催する。

札 幌 市10月2日(木)

金 沢 市10月7日(火)

岡 山市10月6日(月)

松 山 市10月7日(火)

福 岡 市10月1日(水)

3総 合 広 報

(1}
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北海道経済センター

金沢商工会議所

岡山商工会館

松山電気ビル

福岡合同庁舎

懸賞作文 ・論文募集に関する広報

情報化週間推進会議 ではAグ ルーープ(小 ・中学

生),Bグ ループ(高 校生以上および一般)を 対象

に,作 文,お よび論文を募集(8月25日 〆切)し て

いるが当財団はこれに協力してポスター,募 集要領

等を作成し,各 学校,教 育委員会,報 道機関等に配

布する。

② ポスターの作成

情報化週間の実施を広 く一般にPRす るため大型

ポスターを作成し関係官庁,情 報化週間関連団体,

都道府県,市 ・区役所等に配布するほか東京 ・大阪

地区で主要国 ・私鉄駅に駅貼 り広告を行な う。

(3}車 内吊 り広告の実施

情報週間の主な行事を一般にPRす るttめ,東 京

・大阪地区の主要国 ・私鉄路線電車内に中吊り広告

を行な う。

㈲ 行事案内パンフレットの作成

情報化週間の各種行事を紹介したパンフレットを

← ぶ≧ 、.
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作成する。

㈲ 小冊子の作成

くらしとコンピュータとのかかわ りをやさしく解

説した小冊子を作成し,情 報化週間各種行事,催 物

の会場その他で一般に無料で配布する。

{6}映 画の作成

情報化週間にちなんだ映画 「コンピュータを動か

す子供連」(仮 題,16ミ リ・カラー)を 作成し,札

幌はじめ全国5ヵ 所で開かれる 「講演 と映画の会」

で上映する。

●

セ

一21一



ノ1PI)ECジ ャP-一ナ ル

・昭 和49年 度 作 成 報 告 書 リス ト

米国における情報処理の実態

海外の情報産業一米国の通信産業

地域情報システムの設計等に関する研究報告書

欧州における情報処理の実態

海外の情報産業一ジェネラル編一

繊維産業のシステム化 ・情報化に関する調査報告書(H)

経営情報調査報告書(W)
一企業経営におけるマネジメン トサイエンスの実際一

総合貿易情報システム調査報告書(皿)

コンビュー'タネットワークJIPNETの 研究開発

コンパインド・シ ミュレータの開発

コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの評 価 に関 す る調 査 研 究 報 告 書(1)

コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー ク形 成 の背 景

コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの評 価 に関 す る調 査 研 究 報 告 書(H)

コンピュータ・ネットワーク形成における問題点 とその検討

コンピュータ・システムの評価に関する調査研究報告書(皿)

コンピュータ・ネットワーク形成の背景

文書情報処理に関する研究開発

初級情報処理技術者教育に関する調査研究
一〇HP教 材の開発 と利用方法の研究一

分 類 番 号

49-ROO1

49-ROO2

49-ROO3

49-ROO4

49-ROO5

49-ROO6

49-ROO7

49-ROO8

49-SOO1

49-SOO2

49-SOO3

49-SOO4

49-SOO5

49-SOO6

49-EOO1

繋 躰 情報処理醗 ・・タ一

領

(一 般)

1,100

1,800

在 庫 な し

1,200

2,300

2,000

2,200

問 合 せ先:技 術 調 査 部 普 及 課Tel.(434)8211内 線535

一22一

3,500

3,100

1,800

1,000

1,100

1,400

1,800

3,000

布 価 格

(賛 助 会 員)

900

1,500

1,000

1,800

1,600

1,800

2,800

2,500

1,400

800

900

1,100

1,400

2,400

●
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ll

II

l毎 号JIPDECジ 。一ナルを,鋤 しております⊇ 筒記載宛先}・変更がありましたl
ll

lら,お 手 数 です が下記 まではが きで ご連 絡下 さい ます よ うお願 いい た します。l

ll

ll

l、l

ll 機械振興会館内

ll㊦105東京都港区芝公園3丁目5番8号

ll

l獣 脾 麟 処醐 発センタP技綱 査音K広報課{
ll

L_._._._._._._._一_._._._____._._4_._._、_._._._一_._._._._._._._.、 ■■、一._._._._.」
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鍛 日本情報処理開発センター
東京都港 区芝公園3丁 目5番8号 機械振興会館 内(〒105)

電 話 東京(03)434-8211(大 代表)


